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発明の効果 
本発明の歩行者信号用音響装置は、歩行可音を明確に聞き取りできるようにしながら、夜間の静かなときに歩行
可音が周囲に騒音となるのを有効に防止できる。それは、昼間の騒がしいときには、騒音レベルよりも歩行可音を
大きくして、歩行可音を聞き取りやすくし、夜間の静かなときであって、歩行可音を聞き取りやすいときには、騒音レ
ベルに対する歩行可音を小さくするからである。 
図１は、マスク効果を示す実験結果の例である。この図の実線Ａは、４００Ｈｚ、８０ｄＢの純音があるとき、他の純音
の可聴限界がどのようになるかを示している。鎖線Ｂは４１０Ｈｚを中心とした幅の狭い周波数帯域の８０ｄＢの雑音
があるときの純音の可聴限界を示す。 
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【解決手段】歩行者信号用音響装置は、歩行可信号を出力する発生
回路と、発生回路から出力される歩行可信号を増幅するアンプと、ア
ンプから出力される歩行可信号を歩行可音として出力するスピー
カーと、アンプの入力側に接続され、かつ横断歩道の騒音レベルを
検出して、スピーカーの出力を制御する音圧制御回路とを備える。音
圧制御回路は、騒音レベルの変化パターンを分析するパターン分析
回路を備え、パターン分析回路で検出される騒音レベルの変化パ
ターンによってスピーカーの出力を変化させる。騒音レベルがピーク
値に上昇する騒音ピークの発生率が高い高騒音パターンに比較して、
騒音ピークの発生率が少ない低騒音パターンの状態において、騒音
レベルに対するスピーカーの出力を小さく制御する。 

【課題】 
歩行可音を明確に聞き取りできるようにしながら、夜間の静かなとき
に歩行可音が周囲に騒音となるのを有効に防止する。 

図の実線Ａ及びＢよりも大きい音はマスクされずに聞き取りでき
るが、小さい音はマスクされて聞き取りできなくなる。この図から
明らかなように、純音に対して周波数帯域の広い雑音は、マス
ク効果が大きく、この図において、純音に対して周波数帯域の
ある雑音は、２０ｄＢの大きい音をマスクして聞こえなくする。昼
間の騒がしい騒音は種々の雑音成分が混合されて雑音の周波
数帯域が広く、夜間の静かな騒音は雑音源が少ないために周
波数帯域が狭くなる。このことから、夜間の騒音はマスク効果が
少なく、昼間の騒音はマスク効果が大きくなる。本発明はこのよ
うな人間の耳に独得の特性を有効に利用して、夜間においては、
歩行者には歩行可音を明瞭に聞き取りできるようにしながら、
付近の住民の騒音にならない音圧レベルに歩行可音を小さくす
る。すなわち、夜間の静かなときには、昼間に比較して、歩行可
音の音圧レベルを騒音レベルの平均レベルよりも小さくして、歩
行可音をスピーカーから出力する。 
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